
大
阪
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大
坂
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
手
通

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
七
月
ぞ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
②
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
植
木
　
久

・
伊
藤
　
純

。
大
成
可
乃

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿
跡
、
城
郭

・
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
お
よ
び
木
簡
出
土
澄
構
の
概
要

調
査
地
は
南
か
ら
北

へ
延
び
る
上
町
台
地
の
北
端
部
、
標
高

一
五
ｍ
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
当
地
は
豊
臣
氏
大
坂
城
の
惣
構
内
で
あ
り
、
奈
良

時
代
に
お
い
て
は
難
波
官
域
の

北
西
隅
付
近
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
調
査
で
は
近
世
と
古
代
の

遺
構
を
確
認
し
た
。
近
世
の
遺

構
に
は
穴
蔵
、
土
坑
、
柵
な
ど

が
あ
り
古
代
の
澄
構
は
掘
立
柱

建
物
、
土
坑
、
溝
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
近
世
の
上
坑
か
ら
出

上
し
た
。
こ
の
上
坑
か
ら
は
唐

津
焼
の
天
目
椀

。
向
付
、
瀬
戸
焼
の
徳
利
、
土
師
質
の
皿
、
焼
塩
重
、
中
国
製

の
青
磁
を
含
め
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
五
箱
分
の
陶
磁
器
が
出
土
し
た
。
ま
た
箸
、

黒
漆
塗
り
の
椀
な
ど
の
木
製
品
も
出
土
し
た
。

こ
の
上
坑
の
年
代
は
、
出
土
遺
物
の
年
代
観
か
ら
、
伊
万
里
焼
が
出
現
す
る

一
六
二
〇
年
代
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
木
簡
も
こ
の
年
代
を

下
限
に
廃
乗
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
＜
久
貝
忠
□

×

。
「
＜
久
貝
忠

ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

赴
支
∞
Φ＄

木
筒
は
下
部
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
全
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

残
存
す
る
上
部
の
表
一異
に
は
、

「久
貝
忠
…
」

と
い
う
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
記
載
の
み
か
ら
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
が
、
大
坂
町
奉

一
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行

「久
貝
忠
左
衛
門
正
俊
」
の
名
は
、
遺
物
の
年
代
観
と
も

一
致
し
て
お
り
、

注
目
さ
れ
る
。　
こ
の
人
物
は

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
よ
れ
ば
慶
長

一
九
年

（
三
全

四
）
に
大
坂
冬
の
陣
に
供
奉
し
、　
そ
れ
以
来
活
躍
し
て
、　
元
和
五
年

盆

六
一
九
）
に
大
坂
町
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
武
蔵
国
、
河
内
国
八
上
郡

・
讃
良
郡

・
交
野
郡
な
ど
に
所
領
を
も
つ
が
、
当
地
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。　
た
だ
し
寛
永
八
ぞ
九
年

（
三
全
〓
ど
一
一全
三
）
の
も
の
と

思
わ
れ
る

『
大
坂
御
城
並
町
中
之
図
』
の
中
に
は
、
天
満
橋
の
た
も
と
に

「久

貝
困
幡
守
屋
敷
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
当
時

「久
貝
忠
左
衛
門
正
俊
」
が
当
地
付

近
に
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

今
回
見
つ
か
っ
た
木
簡
は
、
そ
の
形
態
か
ら
荷
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
か
久
貝
家
の
屋
敷
に
運
ば
れ
て
き
た
荷
物

に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
不
要
に
な
り
、
陶

磁
器
な
ど
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
釈
読
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
文
化
財
協
会
の
豆
谷
浩
之
氏
の
協
力
を
得

た
。

（植
木
　
久

・
伊
籐
　
純

。
大
成
可
乃
）

大
阪

・

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
島
之
内

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
五
月
を

一
九
九

一
年
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
秀
典

。
清
水
ひ
か
る

ｏ
松
尾
信
裕

５
　
遺
跡
の
種
類
　
銅
精
錬
所
跡

・
豪
商
住
宅
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
．一
七
ぞ
二
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
遺
跡
に
は
住
友
家
が
経
営
し
た
銅
の
精
錬
所
、
住
友
長
堀
銅
吹
所

（寛

永
一
三
年

〔
一
一全
一一金

を
明
治
九
年

〔
一
八
七
一金
）
と
住
友
本
家
住
宅
（元
禄
三
年

〔
一
六
九
〇
〕ど
昭
和
二
〇
年

〔
一

九
四
五
〕）
が
存
在
し
た
。
発
掘

面
積
は
約
三
六
〇
〇
∬
で
、
銅

精
錬
所

。
住
宅
関
連
の
多
く
の

遺
構

。
遺
物
が
出
上
し
た
。

郵
　
木
簡
①
は
、
平
面
五
ｍ
た
三

厳　
ｍ
の長
方
形
で
、
深
さ
一
・二

伏
を
一
・
四
ｍ
の
穴
の
底
近
く
か

ら
出
上
し
た
。
こ
の
穴
は
形
状

住薮
友患
銅テ
吹會
万斤ヒ
跡




